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い
か
な
る
任
務
も

完
遂
し
う
る
強
靭
な

第
６
師
団
の
創
造

師
団
長
統
率
方
針

第
６
師
団
（
師
団
長

楠
見

陸
将
）
は
６
月
６
日
、
神
町
駐

屯
地
西
訓
練
場
に
お
い
て
「
令

和
５
年
度
師
団
職
種
・
職
域
統

一
訓
練
（
化
学
）
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
６
特
殊
武
器

防
護
隊
（
隊
長

渡
邊
２
佐
）

が
担
任
し
、
師
団
隷
下
部
隊
の

化
学
特
技
保
有
者
に
対
し
て
、

特
殊
武
器
防
護
能
力
の
向
上
を

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
、
令
和
５
年
５

月
21
日
に
二
本
松
市
（
安
達
太

良
連
盟
）
が
主
催
す
る
「
第
69

回
安
達
太
良
山
山
開
き
」
を
支

援
し
ま
し
た
。

安
達
太
良
山
は
、
福
島
県
中

部
に
あ
る
活
火
山
で
、
日
本
百

名
山
の
一
つ
と
し
て
親
し
ま
れ

て
お
り
、
山
頂
に
は
二
等
三
角

点
「
大
関
平
」
１
６
９
９
．
６

ｍ
が
設
置
さ
れ
、
毎
年
多
く
の

登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

隊
区
を
担
任
し
て
い
る
第
２

中
隊(

中
隊
長

迫
田
３
佐
）
は
、

山
頂
で
執
り
行
わ
る
安
全
祈
願

祭
の
た
め
中
隊
長
以
下
23
名
が
、

３
ヶ
所
の
登
山
口
に
分
か
れ
て
、

登
山
者
の
救
護
活
動
、
通
信
の

連
絡
態
勢
を
確
立
す
る
等
の
安

全
態
勢
の
維
持
に
寄
与
し
ま
し

た
。
隊
員
が
見
守
る
中
、
約
４

千
人
の
登
山
者
は
、
美
し
い
花

々
や
新
緑
と
残
雪
が
入
り
交
る

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
思

い
に
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

神
町
駐
屯
地(
駐
屯
地
司
令

山
本
陸
将
補)

は
、
６
月
４
日
東
根

市
主
催
の
「
第
20
回
果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
さ
く
ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
の
開
催
を
支
援
し
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ
ン
は
、

神
町
駐
屯
地
を
発
着
点
に
東
根

市
の
果
樹
地
帯
を
駆
け
抜
け
る

東
北
最
大
級
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
ひ
と
つ
で
、
今
年
は
４
年
ぶ

り
に
リ
ア
ル
開
催
と
な
り
約
５
，

２
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走

し
ま
し
た
。

天
候
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、

当
日
は
青
空
が
広
が
り
、
山
本

駐
屯
地
司
令
が
ス
タ
ー
タ
ー
を

努
め
た
５
㎞
の
部
を
か
わ
き
り

に
、
３
㎞
の
部
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
部
が
行
わ
れ
、
楠
見
師

団
長
も
ハ
ー
フ
を
完
走
す
る
等
、

多
数
の
隊
員
が
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
で
は
、
地
元
の
さ
く

ら
ん
ぼ
な
ど
を
配
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
は
青
空
の
下
、
旬

の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
、
駆
け

抜
け
て
い
ま
し
た
。

駐
屯
地
営
庭
の
会
場
で
は
、

軽
装
甲
機
動
車
、
偵
察
用
オ
ー

ト
バ
イ
、
無
人
偵
察
機
、
指
揮

通
信
車
、
野
外
洗
濯
セ
ッ
ト
な

ど
の
装
備
品
展
示
を
行
う
と
と

も
に
、
野
外
炊
事
車
で
調
理
し

た
自
衛
隊
特
製
カ
レ
ー
を
約
５

０
０
食
配
布
す
る
な
ど
、
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

楠
見

陸
将
）
は
６
月
６
日
か
ら
９
日

の
間
、
神
町
駐
屯
地
飛
行
場
及

び
東
訓
練
場
に
お
い
て
、
「
令

和
５
年
度
師
団
航
空
機
誘
導
等

支
援
要
員
集
合
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
６
飛
行
隊

(

隊
長

久
原
２
佐
）
が
担
任
し
、

師
団
隷
下
部
隊
の
基
幹
要
員
に

対
し
て
、
各
部
隊
が
航
空
科
部

隊
と
協
同
し
て
任
務
を
遂
行
す

る
際
に
必
要
と
な
る
航
空
機
の

誘
導
等
支
援
要
領
を
修
得
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。訓

練
参
加
者
は
、
航
空
機
の

誘
導
等
支
援
に
必
要
な
事
項
や

接
近
禁
止
区
域
を
十
分
に
理
解

し
、
手
信
号
に
よ
る
航
空
機
の

前
進
・
後
退
・
旋
回
等
の
基
本

的
な
誘
導
要
領
を
演
練
し
ま
し

た
。昼

間
に
お
い
て
開
豁
地
や
不

整
地
の
誘
導
、
ス
リ
ン
グ
を
使

用
し
た
特
殊
操
作
の
誘
導
要
領

を
実
施
し
た
ほ
か
、
夜
間
に
お

い
て
は
、
車
両
灯
火
を
使
用
し

た
誘
導
を
実
施
す
る
な
ど
、
状

況
に
応
じ
た
誘
導
の
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
不
整
地
の
誘
導
訓
練

及
び
夜
間
訓
練
の
際
、
機
上
研

修
と
し
て
訓
練
参
加
者
を
航
空

機
に
同
乗
さ
せ
、
空
中
か
ら
地

上
の
誘
導
要
領
及
び
障
害
物
等

の
見
え
方
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
航
空
機
の

ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
（
風
圧
）

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
積
極
的
に

訓
練
に
参
加
し
、
航
空
機
を
安

全
確
実
に
誘
導
で
き
る
よ
う
航

空
機
誘
導
等
の
練
度
を
向
上
さ

せ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
師
団

職
種
・
職
域
統
一
訓
練

第
６
師
団

令
和
５
年
度
師
団

職
種
・
職
域
統
一
訓
練

第
６
師
団

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
敵
の
化
学
攻
撃

に
対
す
る
、
中
隊
等
の
化
学
対

処
班
に
よ
る
除
染
活
動
（
応
急

除
染)

及
び
、
連
・
大
隊
等
の

除
染
作
業
隊
に
よ
る
除
染
活
動

（
人
員
除
染
所
運
営
）
を
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
演
練
し

ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
た
ち

は
、
30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、

化
学
防
護
衣
や
個
人
用
防
護
装

備
を
着
用
し
、
確
実
な
動
作
で

除
染
活
動
を
実
施
す
る
等
、
積

極
的
に
訓
練
に
参
加
し
、
技
能

を
磨
き
ま
し
た
。

本
訓
練
参
加
者
は
、
今
後
各

部
隊
に
お
い
て
部
隊
の
特
技
保

有
者
に
対
し
指
導
を
行
い
、
部

隊
の
特
殊
武
器
防
護
能
力
を
向

上
さ
せ
る
予
定
で
す
。

～ 百名山にて安全確保 ～

第６９回安達太良山
山開き支援

第44普通科連隊

登山者の安全を見守る隊員 無線機で通信を確保する隊員

手信号動作による航空機の誘導

開豁地における夜間の誘導スリングを使用した特殊操作の誘導

師団長へ訓練全般の説明をする渡邊２佐

応急除染（車両）

応急除染（人員）

連隊・大隊等の除染活動

令和５年度「みやぎ県民防災の日」総合訓練

第６師団
第６師団(師団長 楠見陸将)は、６月９日宮城県行政庁舎で実施された、宮城県防災訓練に参加しました。

この訓練は昭和５３年６月１２日発生の「宮城県沖地震」、平成２３年３月１１日発生の「東日本大震災」

の災害経験を基に大規模震災・津波に備えるために県及び防災関係機関が一体となり相互の連携を図った訓練

を行いました。

福
島
・
郡
山
駐
屯
地
は
、
６
月

14
日
副
師
団
長
山
本
陸
将
補
に
よ

る
「
令
和
５
年
度
駐
屯
地
警
備
点

検
」
を
受
け
ま
し
た
。

福島駐屯地の警備点検の様子

郡山駐屯地の警備点検の様子


